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よつ や てんまち よう 

嘉永五 年 八月の なかばで ある。 四 谷 伝馬 町の 大通り 

に 小鳥 を 売って いる 野 島 屋の店 さきに、 草履取り をつ 

れた 一人の 侍が 立った。 あしたの 晚は 十五夜 だとい う 

すすきう すすきう すすき 

ので、 芒 売り 〔# 「芒 売リ」 は 底本で は 「芒 売リヒ を 呼び 

込んで 値 をつ けて いた 亭主 の 喜 右衛門 は、 相手が 武家 

とみて 丁寧に 会釈した。 野島屋 はこ こらで も 古い 店で、 

さえず 

いろいろの 美しい 小鳥が 籠の なかで 頻りに 囀って い 

るの を、 侍 は 眼に も かけない ような 風で、 ずっと 店の 

奥へ はいって 来た。 



も 商売で ある。 まして 十五 両 という 大きい 商い をす る 

ので あるから、 喜 右衛門 も 忌応は 云って いられな かつ 

こうじき 

た。 勿論、 ほかに 奉公人 も あるが、 高値の 売り物 を か 

かえて 武家屋敷へ 出向く ので あるから、 主人 自身が ゆ 

くこと にして、 喜 右衛門 は 日の 暮れる の を 待って いた- 

き ようは 朝から 薄く 陰って、 あしたの 名月 を あやぶ 

ませる ような 空模様で あつたが、 午後からの 雲 は 色が 

いよいよ 暗くな つて、 今にも 小雨が ほろほろと 落ちて 

来そう にもみ えた。 旧暦の 八月な かばで、 朝夕 はめつ 

きりと 涼しくな つたが、 きょうは 袂 涼しい の を 通り越 

して、 単衣の 襟が 薄ら寒い ほど 冷たい 風が ながれて 来 
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